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（ 新 課 程 用 ）  
 

※ 国 語  
 

※ 言 語 文 化  
 

 
単 位 数 

 
２ 単 位  

 
学科・学年 

 

 
農 林 技 術 科  生 活 情 報 科 ・ 第 １ 学 年  

 
 
１ 学習到達目標等  

 
 
  学習の到達目標 
 

国 語 で 適 切 か つ 効 果 的 に 表 現 す る 能 力 を 育 成 し 、 伝 え 合 う 力 を 高 め る と と

も に 、 思 考 力 や 想 像 力 を 伸 ば し 、 言 語 感 覚 を 磨 き 、 進 ん で 表 現 す る こ と に

よ っ て 国 語 の 向 上 や 社 会 生 活 の 充 実 を 図 る 態 度 を 育 て る 。  

 
使用教科書・副教材等 

 
 

教 科 書  「 新 編 言 語 文 化 」 大 修 館 書 店  
 
補 助 教 材 「 漢 字 検 定 ５ 級 ～ ２ 級 ＋ 短 文 書 写  実 践 文 字 力  ト リ プ ル チ ェ ッ

ク 」  
 

 
２ 学習計画及び評価方法等 
 （１）学習計画等  

 
学 
期 

 
単  元  名  

学  習  内  容  

 
月 

 

 
学  習  の  ね  ら  い  

評  価  規  準  

 
    備 考   
(学習活動の特記事項 他)  

 
考 
査 

 

 
学 
 
期  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ と ば と 出 会 う  
「 言 葉 の 森 を 育 て よ う 」  
 
 
 
 
表 現 を 味 わ う  
「 水 か ま き り 」  
 
 
 
 
古 文 に 親 し む  
「 古 文 へ の 招 待 」「 い ろ は カ ル タ

の 世 界 」 「 古 文 冒 頭 選 」  
「 児 の そ ら 寝 」  
『 十 二 の 「 子 」 文 字 』  
 
 
 
 
 
 
詩 歌 を 楽 し も う  
 
 

 

 
 
 
５  
 
 
 
 
６  
 
 
 
 
 
７  
 
 
 
 
 

・ 言 葉 に つ い て の 筆 者 の 考 え を

読 み 取 り 、 言 葉 が 果 た し て い る

役 割 を 理 解 す る 。  

・ 日 常 使 っ て い る 言 葉 を 見 つ め

直 す 。  

 
・ 文 学 作 品 の 描 写 や 会 話 、 特 徴

の あ る 表 現 を 味 わ い 、 登 場 人 物

の 人 間 関 係 や 心 理 を 読 み 取 る 。  
・ オ ノ マ ト ペ の 表 現 効 果 を と ら

え る 。  
 
・ 古 典 の 言 葉 と 現 代 の 言 葉 の つ

な が り に つ い て 理 解 す る 。  
・ 繰 り 返 し 音 読 し 、 古 文 の 読 み

に 慣 れ る 。  

・ 児 と 僧 た ち の 行 動 、 心 情 の 移

り 変 わ り を 読 み 取 る 。  

・  誰 の 発 言 か に 注 意 し 、物 語 の

内 容 を 読 み 取 る 。  

・ 漢 字 の 読 み と 日 本 の 言 語 文 化

に つ い て の 理 解 を 深 め る 。  

 
・詩 歌 や 俳 句 を 読 み 味 わ い ､自 分

で も 表 現 す る 。  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
俳 句 作 成  

中 
間 
考 
査 
 
 
 
期  
末  
考  
査  

 
【課題・提出物等】 休業中の課題、授業ノート、補助教材、テスト訂正、ワークシートなど 
 
【第１学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

 
二  
 
学  
 
期  
 
 
 

漢 文 に 親 し む  
  
 
 
 
現 代 に 生 き る こ と ば  
 
 
 

９  
 
 

 

 

10  
 
 

 

・ 漢 文 の 訓 読 の き ま り に つ い て

理 解 す る 。  
・ 漢 語 ・ 漢 文 と 我 が 国 の 言 語 文

化 の 関 係 に つ い て 理 解 を 深 め

る 。  
・  「 株 を 守 る 」と い う 言 葉 の 意

味 に つ い て 、 考 え を 深 め る 。  
・ こ の 話 で 語 ら れ て い る 教 訓 の

意 義 を 理 解 す る 。  

 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
中
間
考
査  
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文 化 を 見 つ め る  
「 足 し 算 の 文 化 」  
 
 
 
 
物 語 を 受 け 継 ぐ  
「 羅 生 門 」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11  
 
 

 

 

 

12  
 
 
 
 

・ 「 五 十 歩 百 歩 」 と い う 言 葉 の

意 味 に つ い て 、 考 え を 深 め る 。  
 ・こ の 話 で 語 ら れ て い る 教 訓 の

意 義 を 理 解 す る 。  
・  「 蛇 足 」と い う 言 葉 の 意 味 に

つ い て 、 考 え を 深 め る 。  
 ・こ の 話 で 語 ら れ て い る 教 訓 の

意 義 を 理 解 す る 。  
・  「 虎 の 威 を 借 る 狐 」と い う 言

葉 の 意 味 に つ い て 、 考 え を 深 め

る 。  
・ こ の 話 で 語 ら れ て い る 教 訓 の

意 義 を 理 解 す る 。  
 
・ 日 本 文 化 の 特 徴 に つ い て 、 筆

者 の 主 張 を と ら え る 。  
・身 の ま わ り の 例 を 探 し な が ら 、

日 本 文 化 の 特 色 に つ い て 理 解 を

深 め る 。  
 
・ 小 説 の 構 成 を と ら え 、 登 場 人

物 の 心 情 の 変 化 を 読 み 取 る 。  
・ 元 に な っ た 古 典 作 品 と の 比 較

を ふ ま え て 、 内 容 の 解 釈 を 深 め

る 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
期
末
考
査  
 

 
【課題・提出物等】 休業中の課題、授業ノート、補助教材、テスト訂正、ワークシートなど 
 
【２学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

 
三 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
 
 

旅 へ の 思 い  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
漢 文 を 楽 し む  

１  
 
 
 
 
 
 
 
 
２  
 
 
 
 
 
 
３  

・ 文 章 の 展 開 や 和 歌 の 内 容 に 注

意 し て 、 登 場 人 物 の 心 情 を 読 み

取 る 。  
・ 文 章 の 展 開 に 即 し て 作 者 の 心

情 を 読 み 取 る 。  
・ 当 時 、 物 語 や 書 物 が ど の よ う

に 享 受 さ れ て い た か 考 え る  
・音 読 し て 文 体 の 特 徴 を と ら え 、

文 章 の 内 容 を 読 み 取 る 。  
・ 文 と 句 の 関 係 に 注 意 し て 、 そ

れ ぞ れ の 句 に 詠 ま れ た 情 景 や 心

情 を 考 え る  
 
・ 音 読 を 通 し て 漢 文 訓 読 の 口 調

に 習 熟 す る 。  
・ 古 人 が 示 し た 知 恵 や 教 訓 に つ

い て 、 正 確 に 理 解 す る 。  
・ 音 読 を 通 し て 、 漢 文 訓 読 の 口

調 に 習 熟 す る 。  
・ 豊 か な 人 間 性 の 表 れ た 物 語 を

読 み 味 わ い 、 表 現 の 特 徴 を 理 解

す る 。  
 

 
 
 
 
 
 

 
学 
年 
末 
考

査 

 
【課題・提出物等】  休業中の課題、授業ノート、補助教材、テスト訂正、ワークシートなど 
 
【三学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

【年間の学習状況からの評価方法】 
 ※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。  
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 （２）評価の観点，内容及び評価方法 
  学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。 

 
評価の観点及び内容 

 
評価方法 

 
 

知識・技能  
 

 

生 涯 に わ た る 社 会 生 活 に 必 要 な 国 語 の 知 識 や

技 能 を 身 に つ け る と と も に 、我 が 国 の 言 語 文 化

に 対 す る 理 解 を 深 め る こ と が で き た か 。  

定 期 考 査  
発 問  
ノ ー ト  
課 題  

 
 

思考・判断・表現  
 

 

論 理 的 に 考 え る 力 や 深 く 共 感 し た り 豊 か に 想

像 し た り す る 力 を 伸 ば し 、他 者 と の 関 わ り の 中

で 伝 え 合 う 力 を 高 め 、自 分 の 思 い や 考 え を 広 げ

た り 深 め た り す る こ と が で き た か 。  

定 期 考 査  
発 問  
ノ ー ト  
ワ ー ク シ ー ト  

 
 

主体的に学習に  
取り組む態度  

 

言 葉 が 持 つ 価 値 へ の 認 識 を 深 め る と と も に 、生

涯 に わ た っ て 読 書 に 親 し み 自 己 を 向 上 さ せ 、我

が 国 の 言 語 文 化 の 担 い 手 と し て の 自 覚 を 持 ち 、

言 葉 を 通 し て 他 者 や 社 会 に 関 わ ろ う と 態 度 を

持 つ こ と が で き た か 。  

授 業 へ の 取 り 組 み  
発 問  
 

 
 

 
【 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 】  
 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････････Ａ  
 「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････Ｂ  
 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･･･････････Ｃ  
 

 
３ 担当者からのメッセージ  

 
             
確かな学力を身に付ける  

  ためのアドバイス  
 

・ 授 業 中 の 発 問 に 対 し て し っ か り 考 え ま し ょ う 。  
・ノ ー ト に は 板 書 事 項 だ け で な く ，自 分 で 考 え た こ と や 疑 問 に 思 っ た こ

と も 記 入 し ま し ょ う 。  
・予 習 を し て 授 業 に 臨 み ，授 業 後 は 復 習 を し ま し ょ う 。 (教 科 書 を 読 む ，

わ か ら な い 語 句 の 意 味 を 調 べ る ， な ど )  
・「 な ぜ 」 と 思 っ た こ と は ， 質 問 し た り ， 調 べ た り し ま し ょ う 。  

 
             
授業を受けるに当たっ  
て守ってほしい事項  

 

・ 教 科 書 ， ノ ー ト ， 漢 字 テ キ ス ト な ど の 教 材 を 忘 れ な い こ と 。  
・ 提 出 物 は し っ か り と 取 り 組 み ， 期 限 を 守 っ て 提 出 す る こ と 。  
・説 明 を 聞 く ，学 習 内 容 を 書 く ，と い っ た 学 習 活 動 の 切 り 替 え を し っ か

り 行 う こ と 。  
・ 授 業 内 容 を し っ か り と ノ ー ト に と る こ と 。  

 
 

その他  
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（ 新 課 程 用 ） 県 立 伊 佐 農 林 高 等 学 校  
 

公 共  
 

単 位 数 
２

 
単 位  

 
学科・学年 

 

 
農 林 技 術 科 ・ 生 活 情 報 科 ・ 第 １ 学 年  

 
 
１ 学習到達目標等  

 
 
  学習の到達目標 
 

人 間 と 社 会 の 在 り 方 に つ い て の 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ ， 現 代 の 諸 課 題 を

追 究 し た り 解 決 し た り す る 活 動 を 通 し て ， 広 い 視 野 に 立 ち ， グ ロ ー バ ル 化

す る 国 際 社 会 に 主 体 的 に 生 き る 平 和 で 民 主 的 な 国 家 及 び 社 会 の 有 為 な 形 成

者 に 必 要 な 公 民 と し て の 資 質 ・ 能 力 を 次 の と お り 育 成 す る こ と を 目 指 す 。  
 

使用教科書・副教材等 
 
 

高 等 学 校  新 公 共 (第 一 学 習 社 )  
新 公 共 ノ ー ト （ 第 一 学 習 社 ）  

 
２ 学習計画及び評価方法等 
 （１）学習計画等  

 
学 
期 

 
単  元  名  

学  習  内  容  

 
月 

 

 
学  習  の  ね  ら  い  

評  価  規  準  

 
    備 考   
(学習活動の特記事項 他)  

 
考 
査 

 

一  
 
学 
 
期  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公 共 的 な 空 間 に お け る 基 本 的 原

理  
① 人 間 の 尊 厳 と 平 等 ，個 人 の 尊 重  
② 民 主 主 義 と 法 の 支 配  
③ 自 由 ・ 権 利 と 責 任 ・ 義 務  
④ 日 本 国 憲 法 に 生 き る 基 本 的 原  

 理  
 
 
 

主 題 １  
法 や 規 範 の 意 義 と 役 割  
① 私 た ち と 法  
② 法 と 基 本 的 人 権  
③ 自 由 に 生 き る 権 利 と 法 ・ 規 範  
④ 平 等 に 生 き る 権 利 と 法 ・ 規 範  
 
主 題 ２  司 法 参 加 の 意 義  
① 裁 判 所 と 司 法  
② 国 民 の 司 法 参 加  

４  

 
 
５  
 
 
 
 
 
６  
 
 
 
 
 
７  
 
 

■ 古 今 東 西 の 先 人 の 取 り 組 み ，

知 恵 な ど を 踏 ま え ，公 共 的 な

空 間 に お け る 基 本 的 原 理 を

理 解 す る 。  
・人 間 の 尊 厳 と 平 等 ，個 人 の 尊

重 ，民 主 主 義 ，法 の 支 配 ，自

由 ・ 権 利 と 責 任 ・ 義 務 な ど ，

公 共 的 な 空 間 に お け る 基 本

的 原 理 に つ い て 理 解 し て い

る 。  
■ 法 や ル ー ル を 定 め る 時 に は ，

ど の よ う な こ と に 配 慮 す る

必 要 が あ る か を 理 解 す る 。  
・法 や 規 範 の 意 義 及 び 役 割 に 関

わ る 現 実 社 会 の 事 柄 や 課 題

を 理 解 し て い る 。  
 
■ 個 人 や 社 会 の 紛 争 を 法 に 基

づ い て 公 正 に 解 決 す る た め

に 必 要 な し く み と ，国 民 が 果

た す べ き 責 任 を 理 解 す る 。  
・司 法 参 加 の 意 義 に 関 わ る 現 実

社 会 の 事 柄 や 課 題 を 理 解 し

て い る 。  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
中 
間 
考 
査 
 
 
 
 
期  
末  
考  
査  

【課題・提出物等】 ・ 授 業 態 度 ・ 発 問 評 価 ・ 提 出 課 題 ・ ノ ー ト 点 検 ・ 定 期 考 査  

【第１学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

 
二  
 
学  
 
期  
 
 
 
 
 
 
 
 

主 題 ３  
政 治 参 加 と 公 正 な 世 論 形 成  
① 私 た ち と 選 挙  
② 選 挙 の 現 状 と 課 題  
③ 世 論 の 形 成 と 政 治 参 加  
④ 国 会 と 立 法  
⑤ 内 閣 と 行 政  
⑥ 地 方 自 治 と 住 民 福 祉  
  
主 題 ４  
日 本 の 安 全 保 障 と 防 衛  
① 平 和 主 義 と 安 全 保 障  
② 日 本 の 安 全 保 障 体 制 の 変 容  
③ 核 兵 器 の 廃 絶 と 国 際 平 和  

９  
 
 

 

 

 

10  
 
 

 

 

 

11  
 

■ 民 主 政 治 を 推 進 す る た め に ，

私 た ち が 果 た す べ き 責 任 を

理 解 す る 。  
・現 実 社 会 の 諸 課 題 に 関 わ る 諸

資 料 か ら ，自 立 し た 主 体 と し

て 活 動 す る た め に 必 要 な 情

報 を 適 切 か つ 効 果 的 に 収 集

し ，読 み 取 り ，ま と め る 技 能

を 身 に 付 け て い る 。  
■ 日 本 国 憲 法 の 平 和 主 義 の 下 ，

私 た ち が 果 た す べ き 責 任 を

理 解 す る 。  
・日 本 の 安 全 保 障 と 防 衛 に 関 わ

る 現 実 社 会 の 事 柄 や 課 題 を

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
中
間
考
査  
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主 題 ５  雇 用 と 労 働 問 題  
① 私 た ち と 経 済  
② 労 働 者 と 権 利  
③ 労 働 環 境 と 課 題  
 
 
 
 
主 題 ６  
市 場 経 済 の 機 能 と 限 界  
① 市 場 経 済 と 経 済 運 営  
② 市 場 の し く み  
③ 経 済 発 展 と 環 境 保 全  
④ 国 民 所 得 と 私 た ち の 生 活  
⑤ 経 済 成 長 と 国 民 の 福 祉  
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理 解 し て い る 。  
・現 実 社 会 の 諸 課 題 に 関 わ る 諸

資 料 か ら ，自 立 し た 主 体 と し

て 活 動 す る た め に 必 要 な 情

報 を 適 切 か つ 効 果 的 に 収 集

し ，読 み 取 り ，ま と め る 技 能

を 身 に 付 け て い る 。  
■ 少 子 高 齢 化 に よ る 労 働 力 不

足 が 問 題 と な る な か ，活 発 な

経 済 活 動 と 労 働 者 の 働 き や

す さ を 共 に 成 り 立 た せ る た

め に 必 要 な こ と を 理 解 す る 。  
・雇 用 と 労 働 問 題 に 関 わ る 現 実

社 会 の 事 柄 や 課 題 を 理 解 し

て い る 。  
 
■ 公 正 で 自 由 な 経 済 活 動 を 通

し て ，市 場 が 効 率 的 な 資 源 配

分 を 実 現 で き る し く み を 理

解 す る 。  
・市 場 経 済 の 機 能 と 限 界 に 関 わ

る 現 実 社 会 の 事 柄 や 課 題 を

理 解 し て い る 。  

 
 
 
 

 
 
 
 
期
末
考
査  
 

【課題・提出物等】 ・ 授 業 態 度 ・ 発 問 評 価 ・ 提 出 課 題 ・ ノ ー ト 点 検 ・ 定 期 考 査  

【２学期の評価方法】 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの 
総括的評価を行う。  

 
三 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
 
 

主 題 ７  金 融 の は た ら き  
① 金 融 の 意 義 と 役 割  
② 金 融 の い ま  
 
 
 
主 題 ８  
財 政 の 役 割 と 社 会 保 障  
① 財 政 の し く み と 租 税  
② 日 本 の 財 政 の 課 題  
③ 社 会 保 障 と 国 民 福 祉  
④ こ れ か ら の 社 会 保 障  
 
 
 
 
主 題 ９  
経 済 の グ ロ ー バ ル 化  
① グ ロ ー バ ル 化 す る 経 済  
② 地 域 的 経 済 統 合  
③ 国 際 社 会 に お け る 貧 困 や 格 差  
④ 地 球 環 境 問 題  
⑤ 資 源 ・ エ ネ ル ギ ー 問 題  
 
 

１  
 
 
 
 
 
２  
 
 
 
 
 
 
 
３  

■ 経 済 に お い て ，金 融 市 場 は ど

の よ う な 役 割 を 果 た し て い

る の か 理 解 す る 。  
・金 融 の は た ら き に 関 わ る 現 実

社 会 の 事 柄 や 課 題 を 理 解 し

て い る 。  
 
■ 少 子 高 齢 化 が 進 む な か で ，財

政 や 社 会 保 障 を 持 続 可 能 な

も の に す る た め に ，政 府 は ど

の よ う な 役 割 を 果 た し て い

く べ き な の か を 理 解 す る 。  
・財 政 の 役 割 と 社 会 保 障 に 関 わ

る 現 実 社 会 の 事 柄 や 課 題 を

理 解 し て い る 。  
 
■ 経 済 が グ ロ ー バ ル 化 す る な

か で ，貧 困 や 格 差 な ど の 問 題

を 乗 り こ え ，す べ て の 人 が 幸

福 に 暮 ら す た め に ，国 際 社 会

や 私 た ち が ど う あ る べ き か

考 え る 。  
・経 済 の グ ロ ー バ ル 化 に 関 わ る

現 実 社 会 の 事 柄 や 課 題 を 理

解 し て い る 。  
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学 
年 
末 
考

査 

【課題・提出物等】 ・ 授 業 態 度 ・ 発 問 評 価 ・ 提 出 課 題 ・ ノ ー ト 点 検 ・ 定 期 考 査  
 
【三学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

【年間の学習状況からの評価方法】 
 ※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。  
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 （２）評価の観点，内容及び評価方法 
  学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。 

 
評価の観点及び内容 

 
評価方法 

 
 

知識・技能  
 

 

現 代 の 諸 課 題 を 捉 え 考 察 し ，選 択・判 断 す る

た め の 手 掛 か り と な る 概 念 や 理 論 に つ い て 理

解 す る と と も に ，諸 資 料 か ら ，倫 理 的 主 体 な ど

と し て 活 動 す る た め に 必 要 と な る 情 報 を 適 切

か つ 効 果 的 に 調 べ ま と め て い る 。  

・  定 期 考 査  

 
 

思考・判断・表現  
 

 

現 実 社 会 の 諸 課 題 の 解 決 に 向 け て ，選 択・判

断 の 手 掛 か り と な る 考 え 方 や 公 共 的 な 空 間 に

お け る 基 本 的 原 理 を 活 用 し て ，事 実 を 基 に 多 面

的・多 角 的 に 考 察 し 公 正 に 判 断 し た り ，合 意 形

成 や 社 会 参 画 を 視 野 に 入 れ な が ら 構 想 し た こ

と を 議 論 し た り し て い る 。  

・  定 期 考 査  

・  課 題 ， 宿 題  

・  発 表  

・  ノート  

 
 

主体的に学習に  
取り組む態度  

 

よ り よ い 社 会 の 実 現 を 視 野 に ，国 家 及 び 社 会

の 担 い 手 と し て ，現 代 の 諸 課 題 を 主 体 的 に 解 決

し よ う と し て い る 。  

・  授 業 へ の 参 加 の 仕 方

や 態 度  

・  課 題 ， 宿 題  

・  ノート 

・  発 表  
 
【 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 】  
 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････････Ａ  
 「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････Ｂ  
 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･･･････････Ｃ  
 

 
３ 担当者からのメッセージ  

 
             
確かな学力を身に付ける  

  ためのアドバイス  
 

・  日 々 の 授 業 を 大 切 に し ， ノ ー ト を し っ か り と る 。  
・  ノ ー ト に は 板 書 事 項 だ け で な く ， 自 分 で 考 え た こ と ， 感 じ た こ と ，

疑 問 に 思 っ た こ と も メ モ し て お く 。  
・  「 な ぜ 」 と 思 っ た こ と は ， 質 問 し た り ， 調 べ た り す る 。  

 
             
授業を受けるに当たっ  
て守ってほしい事項  

 

・  ノ ー ト は 毎 授 業 し っ か り と る こ と 。 毎 回 そ の 都 度 提 出 す る こ と 。  
・ 教 科 書 ，ノ ー ト に は 記 名 し ，授 業 が 始 ま る 前 に は 机 上 に 準 備 し て お  

く 。  
・ ノ ー ト ，課 題 な ど の 提 出 物 は ，指 定 さ れ た 期 日 ま で に 指 定 さ れ た 方

法 で 提 出 す る 。  
 
 

その他  
 
 

難 し く 感 じ る か も し れ ま せ ん が ， 我 々 を 取 り 巻 く 「 社 会 」 の 仕 組 み ，

ル ー ル を 学 ぶ の が 公 共 の 授 業 で す 。中 学 校 で 学 ん だ こ と を 思 い 出 し な が

ら 授 業 に 取 り 組 め ば ， 意 外 と お も し ろ い 科 目 に な る 可 能 性 が 大 き い で

す 。新 聞・テ レ ビ な ど で 報 道 さ れ る 出 来 事 の 理 由 や 仕 組 み に つ い て も 説

明 し ま す の で ，時 事 問 題 に も 関 心 を も ち な が ら ，１ 年 間 ，一 緒 に が ん ば

り ま し ょ う 。  
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（新課程用）

数 学 単 位 数 ３単位

数学Ⅰ 学科・学年 農林技術科・生活情報科 第１学年

１ 学習到達目標等

１．基礎・基本的な計算問題を繰り返し練習することによって，基礎的な

学習の到達目標 計算の習得と技能の習熟を図る。

２．図形やグラフを学習することによって，事象を数学的に考察する能力

を培う。

３．多くの練習問題を解くことによって，発展的な考え方ができる。

使用教科書・副教材等 ・高校数学Ⅰ（実教出版）

・高校数学Ⅰ専用スタディノート（実教出版）

２ 学習計画及び評価方法等

（１）学習計画等

学 単 元 名 月 学 習 の ね ら い 備 考 考

期 学 習 内 容 評 価 規 準 (学習活動の特記事項他) 査

一 ウォームアップ ４ 四 則 計 算 や 中 学 校 ま で に 学 習 中 学 校 ま で に 学 習

した数や式の計算が確実にでき した内容を復習す

学 １章 数と式 るようになる。 る。

１節 整式 文字式のきまり，整式で使わ 中

期 ①文字を使った式のきまり れる用語の意味を理解できるよ 間

②整式 うになる。また，指数法則を理 考

③整式の加法・減法 ５ 解し，式の展開ができるように 査
④整式の乗法 なる。

⑤乗法公式による展開 乗法公式を用いて，多項式が 乗法公式は確実に

⑥因数分解 展開できるようになる。 覚えるようにする。

中学校で学習した因数分解を 因数分解の公式は

復習する。因数分解の鉄則 確実に覚え，自由

６ ①共通因数を取り出す因数分解 に使えるようにな

②公式の利用③置換の利用 る。 期

末

平方根とその計算ができるよ 考

２節 実数 うになる。 平方根を含む式の 査
①平方根とその計算 計算法則を覚える。

②実数 ７ 分母の有理化がで

きるようになる。

【課題・提出物等】 １．基本計算プリント ２．問題集スタディノート ３．春休み課題

４．小テスト ５．定期考査

【第１学期の評価方法】

※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。

二 ３節 方程式と不等式 ７ 未知数を文字で表し，その文 1 次方程式， 1 次不
①１次方程式 字を含む方程式を立て，それを 等式は確実に解け

学 ②不等式 解くことを理解する。 1 次方程 るようになる。

③不等式の性質 式が解けるようになる。

期 ④１次不等式 数や式の大小関係を不等号や 連立不等式は数直

⑤連立不等式 ９ 数直線を利用して表すことがで 線を利用して解け

⑥不等式の利用 きるようになる。また，不等式 るようになる。

の性質を利用して 1 次不等式を
解くことができるようになる。 中

さらに，連立不等式や不等式の 間

応用も解けるようになる。 考

査
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２章 2 次関数 10 関数とは何か，関数の考え方 1 次関数と直線の
１節 関数とグラフ を理解する。 グラフの関係が理

① 1 次関数とそのグラフ 1 次関数とそのグラフを理解 解できる。

② 2 次関数とそのグラフ し，グラフがかけるようになる。 ２次関数と放物線

2 次関数の式の意味が理解で のグラフの関係が

きるようになる。 2 次関数の基 理解できる。

11 本形 y=ax2 のグラフが理解でき， 2 次関数の一般形
かけるようになる。 y=a(x-p) 2 +q のグ

2 次関数の一般形 y=a(x-p) 2 +q ラフが理解できる。

のグラフが理解でき，頂点の座

標や軸を利用して 2 次関数のグ 期

ラフがかけるようになる。 末

考

2 次関数のグラフをかくこと x の定義域でグラ 査

２節 2 次関数の値の変化 12 で，最大値・最小値を求めるこ フがかけ，最大・

① 2 次関数の最大値・最小値 とができるようになる。 最小が求められる。

【課題・提出物等】 １．基本計算プリント ２．問題集スタディノート ３．夏休み課題

４．小テスト ５．定期考査

【２学期の評価方法】

※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。

三 ② 2 次関数のグラフと １ 2 次関数のグラフと 2 次方程 2 次方程式の解の 学

2 次方程式 式の解との関係が理解できる。 公式を利用できる。年

学 ③ 2 次関数のグラフと ２ 2 次 関 数 の グ ラ フ を 用 い て ２ 末

2 次不等式 次不等式を解くことができる。 考

期 ３ 査

【課題・提出物等】 １．基本計算プリント ２．問題集スタディノート ３．冬休み課題

４．小テスト ５．定期考査

【三学期の評価方法】

※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。

【年間の学習状況からの評価方法】

※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。

（２）評価の観点，内容及び評価方法

学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。

評価の観点及び内容 評価方法

・授業へ出席し，真剣に説明を聞き，板書内 ・授業の出席率

知識・技能 容をきちんと記録することができたか。 ・授業での発言や板書

・課題や提出物を期限内に提出できたか。 や学習態度

・提出物の提出状況

・定義や例題がきちんと理解できたか。 ・定期考査

思考・判断・表現 ・問題を解くとき，適切な公式が活用できた ・提出物

か。 ・課題問題

・授業中，学習内容の説明を聞き，それに関 ・授業態度

主体的に学習に する発言や質問を積極的にすることができ ・プリントや問題集の

取り組む態度 たか。 とりくみ状況

・学習内容の定着のため，復習を中心に充実

した家庭学習を行ったか。

【観点別学習状況の評価】

「十分満足できる」状況と判断されるもの ･････････Ａ

「おおむね満足できる」状況と判断されるもの ･････Ｂ

「努力を要する」状況と判断されるもの ･･･････････Ｃ
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３ 担当者からのメッセージ

授業では，単元の課題に対して，周りの人と一緒に考え，理解する活

確かな学力を身に付ける 動を行います。理解できた内容を自分のものとして定着させるために，

ためのアドバイス 問題集やプリントでの反復練習が必要になります。授業→家庭学習 (復

習 )→授業…の習慣を確立することが重要です。

授業を受けるに当たっ ・教科書，問題集，プリント等授業に必要な物を準備すること。

て守ってほしい事項 ・板書事項や学習内容の要点をしっかり記録すること。

・提出物は，指定された日に確実に提出すること。

まちがいや分からないことをそのままにしていると，ますます理解が

難しくなっていきます。その都度，先生や友達に質問したり，教えあっ

その他 たりしていくことが大切です。ねばり強く，コツコツと，あきらめずに

基礎学力の向上に努力してください。その努力が，上級学年での学習や

進路実現（就職 ･進学）に必ず役立つはずです。
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（新課程用） 

理科 

（科学と人間生活） 

単 位 数 ２単位 

学科・学年 農林技術科・生活情報科・第１学年 

 

１ 学習到達目標等 

 

 

  学習の到達目標 

 

１．自然と人間生活とのかかわり，および科学技術が人間生活に果たしてきた役割

について，身近な事物・現象に関する観察・実験などを通して理解させ，科学的

な見方や考え方を養うとともに，科学に対する興味・関心を高める。 

２．科学技術の発展が，今日の人間生活に対してどのように貢献してきたかについ

て理解させる。 

３．身近な自然の事物・現象および日常生活や社会の中で利用されている科学技術

を取り上げ，科学と人間生活とのかかわりについて認識を深めさせる。 

４．自然と人間生活とのかかわり，および科学技術が人間生活に果たしてきた役割

についての学習を踏まえて，これからの科学と人間生活とのかかわり方について

考察させる。 

使用教科書・副教材等 
・教科書：高等学校 新科学と人間生活   （第一学習社） 

・副教材：ネオパルノート 科学と人間生活 （第一学習社） 

 

２ 学習計画及び評価方法等 

 （１）学習計画等 

学 

期 

単 元 名 

学 習 内 容 

月 

 

学 習 の ね ら い 

評 価 規 準 

    備 考   

(学習活動の特記事項他) 

考 

査 

一 

 

学 

 

期 

 

序章 科学技術の発展 

1.情報伝達技術の発展 

2.エネルギー資源の活用と交通手

段の発展 

3.医療技術の発展 

 

 

第Ⅰ章 物質の科学 

◎第 1 節 材料とその利用 

第 2 節 衣料と食品 

４ 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

・科学技術の発展が今日の生活を豊か

で便利にしてきたことに貢献し，社会

の変化に影響を与えてきたことを，身

近な科学技術の例から理解する。 

 

  

・日常生活にみられる身近な物質の素

材となる材料の種類，性質，および用

途について理解する。（特にプラスチ

ックと金属について） 

 

・資源の再利用方法に関心を抱き，再

利用の必要性について科学的に認識す

る態度を身につける。 

 

 

 

 

 

 

 

●様々なプラスチ

ックの確認 

 

 

●金属の精錬 

 

 

 

中 

間 

考 

査 

 

 

 

 

期 

末 

考 

査 

 

【課題・提出物等】 ・GW課題 ・小テスト ・授業ノート ・課題レポート等 

【第１学期の評価方法】 

  学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

 

二 

 

学 

 

期 

 

第Ⅱ章 生命の科学 

第 1 節 ヒトの生命現象 

◎第 2 節 微生物とその利用 

  

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅲ章 熱や光の科学 

◎第 1 節 熱の性質とその利用 

第 2 節 光の性質とその利用 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

 

・DNA の構造，タンパク質の合成，血 

糖濃度の調節，免疫のしくみ，多様な 

微生物と生態系でのはたらき，微生物 

と人間生活とのかかわりについて理解 

する。 

 

・微生物の有効活用について学習し，

これからの微生物の有効活用と人間生

活のあり方について理解する。 

 

 

・熱の性質やエネルギーの変換と保存， 

有効利用，および光を中心とした電磁 

波の性質とその利用について理解す 

る｡ 

 

・省エネルギーの試みや，代替エネル

ギーの開発について，関心をもって知

識を習得する。 

 
●顕微鏡の使用方

法  
 

 

●アルコール発酵

習 

 

 

 

 

 

 

 

●熱伝導 

 

 

●エネルギーの変

換 

 

 

中

間

考

査 

 

 

 

 

 

 

 

期

末

考

査 

 

 

【課題・提出物等】 ・夏休み課題 ・小テスト ・授業ノート ・課題レポート等 

【第２学期の評価方法】 

  学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。  
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三 

 

学 

 

期 

 

第Ⅳ章 地球や宇宙の科学 

第 1 節 自然景観と自然災害  
◎第 2 節 太陽と地球  
 
 
 
 
 
 
 
第Ⅴ章 これからの科学と人間生  

課題の設定と研究の進め方 

 

 

 

 

１ 

 

２ 

 

３ 

・身近な自然景観の成り立ちと自然災

害，および太陽や月などの身近にみら

れる天体と人間生活とのかかわり，太

陽系における地球について理解する。 

 

・暦に関心をもち，太陽の動きから現

在も使用されている暦が形成されたこ

とを理解する。 

 

 
・自然と人間生活とのかかわりおよび

科学技術が人間生活に果たしてきた役

割についての学習を踏まえ，これから

の科学と人間生活とのかかわり方につ

いて考察する。 

 

●光の照射による

温度変化 

 

 

●モデルによる天

体の観察 

 

学 

年 

末 

考

査 

【課題・提出物等】 ・冬休み課題 ・小テスト ・授業ノート ・課題レポート等  

【第３学期の評価方法】 

  学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。  

【年間の学習状況からの評価方法】 

  各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。 

  

 （２）評価の観点，内容及び評価方法 

  学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。 

評価の観点及び内容 評価方法 

知識・技能 

科学技術の発展の人間生活への貢献，身近な事物・現象

を通しての現代の人間生活と科学技術の関連性についての

知識を身につけ，これからの科学技術と人間生活のあり方

について理解する。 

また，身近な事物・現象に関する観察，実験の技能を習得す

るとともに，それらを科学的に探究する方法を身につける。 

・発問評価 

・ノート提出 

・定期考査 

・小テスト 

・提出課題 

思考・判断・表現 

身近な事物・現象の中に問題を見出し，観察，実験，調

査などを行って得た結果について，科学的に思考し，判断

する。そこから導き出した自らの考えを的確に表現する。 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・定期考査 

・提出課題 

主体的に学習に 

取り組む態度 

身近な事物・現象に関心や探究心をもち，科学的な視点・

考察力を養うとともに，科学技術に対する関心を高める態度

を身につける。 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・提出課題 

【観点別学習状況の評価】 

 「十分満足できる」状況と判断されるもの･････････Ａ 

 「おおむね満足できる」状況と判断されるもの･････Ｂ 

 「努力を要する」状況と判断されるもの･･･････････Ｃ 

 

３ 担当者からのメッセージ 

             

確かな学力を身に付ける 

  ためのアドバイス 

 

・教科書やワークの内容について，分からない言葉を質問しましょう。インタ

ーネット等で調べるのも良いです。 

・日常生活の中の科学的な事象について，興味を持って観察・分析・探求する

視点を持ちましょう。 

             

授業を受けるに当たっ 

て守ってほしい事項 

 

・中学校の理科とは異なる部分もあるので，苦手だった人も気持ちを切り替え

て取り組めば力がつきます。 

・進路や資格を含めた幅広い一般常識が身につきます。しっかり集中して学習

しましょう。 

その他 

・「科学と人間生活」を通して，「勉強のやりかた」の勉強もしていきましょ

う。授業の内容は，２年次の「生物基礎」，３年次の「化学基礎」につなが

っていきます 
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（ 新 課 程 用 ）  

体育  
 
単 位 数 

 
３ 単 位  

 
学科・学年 

 

 
農 林 技 術 科 ・ 生 活 情 報 科  第 １ 学 年  

 
 
１ 学習到達目標等  

 
 
  学習の到達目標 
 

各 種 の 運 動 の 合 理 的 な 実 践 を 通 し て ， 運 動 技 能 を 高 め 運 動 の 楽 し さ や 喜 び

を 深 く 味 わ う こ と が で き る よ う に す る と と も に ， 身 体 の 調 子 を 整 え ， 体 力

の 向 上 を 図 り ， 公 正 ， 協 力 ， 責 任 な ど の 態 度 を 育 て ， 生 涯 を 通 じ て 計 画 的

に 運 動 が で き る 資 質 や 能 力 を 習 得 す る 。  
 

使用教科書・副教材等 
 
 

現 代 高 等 保 健 体 育 （ 大 修 館 ） ・ ア ク テ ィ ブ ス ポ ー ツ （ 大 修 館 ）  

 
２ 学習計画及び評価方法等 
 （１）学習計画等  

 
学 
期 

 
単  元  名  

学  習  内  容  

 
月 

 

 
学  習  の  ね  ら  い  

評  価  規  準  

 
    備 考   
(学習活動の特記事項 他)  

 
考 
査 

 
 

一  
 
学 
 
期  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体 つ く り 運 動  
 体 ほ ぐ し の 運 動  
 
選 択 Ⅰ ( 器 械 運 動 ・ ダ ン

ス ・ 陸 上 競 技 )  
 マ ッ ト 運 動  
 創 作 ダ ン ス  
 短 距 離 走 ・ リ レ ー  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
体 育 理 論  

４  

 
 
 
 
５  
 
 
 
 
６  
 
 
 
７  
 

・ 手 軽 な 運 動 を 行 い ， 心 と 体 は 互 い に 影

響 し 変 化 す る こ と や 心 身 の 状 態 に 気 づ

き ， 仲 間 と 自 主 的 に 関 わ り 合 う こ と 。  
・ マ ッ ト 運 動 で は ， 回 転 系 や 巧 技 系 の 基  
本 的 な 技 を 滑 ら か に 安 定 し て 行 う こ と ，  
条 件 を 変 え た 技 や 発 展 技 を 行 う こ と 及 び  
そ れ ら を 構 成 し 演 技 す る こ と が で き る 。  
・ 創 作 ダ ン ス で は ， 表 し た テ ー マ に ふ さ  
わ し い イ メ ー ジ を 捉 え ， 個 や 群 で ， 対 極  
の 動 き や 空 間 の 使 い 方 で 変 化 を 付 け て 即  
興 的 に 表 現 し た り ， イ メ ー ジ を 強 調 し て  
作 品 に ま と め た り し て 踊 る こ と 。  
・ 短 距 離 走 ・ リ レ ー で は ， 中 間 走 へ の つ  
な ぎ を 滑 ら か に し て 速 く 走 る こ と や バ ト  
ン の 受 渡 し で 次 走 者 の ス ピ ー ド を 十 分 高  
め る こ と ， 長 距 離 走 で は ， 自 己 に 適 し た  
ペ ー ス を 維 持 し て 走 る こ と ， ハ ー ド ル 走  
で は ， ス ピ ー ド を 維 持 し た 走 り か ら ハ ー  
ド ル を 低 く 越 す こ と 。  
１  ス ポ ー ツ が ど の よ う に 始 ま っ た の

か ， な ぜ ス ポ ー ツ が 世 界 中 に 広 ま っ た

の か を 説 明 で き る 。  
２  運 動 と の 比 較 か ら 文 化 と し て の ス ポ

ー ツ の 特 徴 や ， 多 様 な か か わ り 方 に よ

る ス ポ ー ツ 文 化 の 変 容 に つ い て 理 解

し ， 説 明 す る こ と が で き る 。  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中 
間 
考 
査 
 
 
 
期  
末  
考  
査  

 
【課題・提出物等】  特になし 
 
【第１学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 
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二  
 
学  
 
期  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陸 上 競 技  
 
 
 
 
 
 
体 つ く り 運 動  
 実 生 活 に 生 か す 運 動

の 計 画  
選 択 Ⅱ  

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル  
ソ フ ト ボ ー ル  
テ ニ ス  

 
 
 
 
 
 
 
体 育 理 論  
  
 
 
 
 
 

９  
 
 

 

 

 

 

10  
 
 

11  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

12  
 
 
 
 
 
 
 

・ 短 距 離 走 ・ リ レ ー で は ， 中 間 走 へ の つ  
な ぎ を 滑 ら か に し て 速 く 走 る こ と や バ ト  
ン の 受 渡 し で 次 走 者 の ス ピ ー ド を 十 分 高  
め る こ と ， 長 距 離 走 で は ， 自 己 に 適 し た  
ペ ー ス を 維 持 し て 走 る こ と ， ハ ー ド ル 走  
で は ， ス ピ ー ド を 維 持 し た 走 り か ら ハ ー  
ド ル を 低 く 越 す こ と 。  
・ ね ら い に 応 じ て ， 健 康 の 保 持 増 進 や 調  
和 の と れ た 体 力 の 向 上 を 図 る た め の 運 動  
の 計 画 を 立 て て 取 り 組 む こ と 。  
・ バ ス ケ ッ ト ボ ー ル で は ， 安 定 し た ボ ー  
ル 操 作 と 空 間 を 作 り 出 す な ど の 連 携 し た  
動 き に よ っ て ゴ ー ル 前 へ の 侵 入 な ど か ら  
攻 防 を 展 開 で き る 。  
・ ソ フ ト ボ ー ル で は ， 安 定 し た バ ッ ト 操  
作 と 走 塁 で の 攻 撃 ， ボ ー ル 操 作 ， 連 携 し  
た 守 備 な ど に よ っ て 攻 防 を 展 開 で き る 。  
・ テ ニ ス で は ， 役 割 に 応 じ た ボ ー ル 操 作  
や 安 定 し た 用 具 の 操 作 と 連 携 し た 動 き に  
よ っ て 空 い た 場 所 を め ぐ る 攻 防 を 展 開 で  
き る 。  
３  オ リ ン ピ ズ ム と オ リ ン ピ ッ ク の 価 値

や ， パ ラ リ ン ピ ッ ク の 価 値 に つ い て 具

体 れ を 挙 げ ， パ ラ リ ン ピ ッ ク の 意 義 に

つ い て 説 明 で き る 。  
４  ス ポ ー ツ が 経 済 活 動 で ど の よ う な 役

割 を 果 た し て い る か ， ス ポ ー ツ に か か

わ る 業 種 に つ い て 例 を 挙 げ て 説 明 で き

る 。  

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
中
間
考
査  
 
 
 
 
期
末
考
査  
 

 
【課題・提出物等】  特になし 
 
 
【２学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

 
三 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
 
 

選 択 Ⅲ  
サ ッ カ ー  
バ ド ミ ン ト ン  
テ ニ ス  

 
 
 
 
体 育 理 論  
 
 

１  
 
 
 
２  
 
 
３  

・ サ ッ カ ー で は ， 安 定 し た ボ ー ル 操 作 と  
空 間 を 作 り 出 す な ど の 連 携 し た う ご き に  
よ っ て ゴ ー ル 前 へ の 侵 入 な ど か ら 攻 防 を  
展 開 で き る 。  
・ バ ド ミ ン ト ン と テ ニ ス で は ， 役 割 に 応  
じ た ボ ー ル 操 作 や 安 定 し た 用 具 の 操 作 と  
連 携 し た 動 き に よ っ て 空 い た 場 所 を め ぐ  
る 攻 防 を 展 開 で き る 。  
５  ス ポ ー ツ の 高 潔 さ を 脅 か す 要 因 や ド

ー ピ ン グ が な ぜ ス ポ ー ツ を 破 壊 す る 行

為 に な る の か を 具 体 的 に 説 明 で き る 。  
６  ス ポ ー ツ に お け る 環 境 問 題 に つ い て

例 を 挙 げ ， ス ポ ー ツ は 環 境 と ど の よ う

に 調 和 し て い け ば よ い の か 説 明 で き

る 。  

 
 
 
 
 
 

 
学 
年 
末 
考

査 

 
【課題・提出物等】  特になし 
 
【三学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

【年間の学習状況からの評価方法】 
 ※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。  
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 （２）評価の観点，内容及び評価方法 
  学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。 

 
評価の観点及び内容 

 
評価方法 

知識・技能  
・運 動 の 多 様 性 や 体 力 の 必 要 性 に つ い て 理 解 し

て い る か 。  
･運 動 の 技 能 が 身 に 付 い て い る か 。  

・ ワ ー ク シ ー ト  
・ 実 技 テ ス ト  
 

思考・判断・表現  

･課 題 を 発 見 し ， 解 決 に 向 け て 思 考 ・ 判 断 し て

い る か 。  
・自 己 や 仲 間 の 考 え た こ と を 他 者 に 伝 え ら れ て

い る か 。  

・ 話 し 合 い 活 動  
・ レ ポ ー ト  
 
 

主体的に学習に  
取り組む態度  

･準 備 ，片 付 け 等 仲 間 と 協 力 し て 行 っ て い る か 。 
･健 康 ・ 安 全 を 確 保 し て い る か 。  

・ 授 業 態 度  
 

 
【 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 】  
 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････････Ａ  
 「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････Ｂ  
 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･･･････････Ｃ  
 

 
３ 担当者からのメッセージ  

 
             
確かな学力を身に付ける  

  ためのアドバイス  
 

・基 本 動 作 を し っ か り 習 得 す る こ と が ，高 度 な 技 術 へ 発 展 し て い き ま す 。

基 本 を 嫌 が ら ず ，正 し い 構 え ，正 し い 動 き ，正 し い 操 作 を 心 が け ま し ょ

う 。  
･毎 時 間 ， 自 己 ・ チ ー ム の 課 題 を 振 り 返 り ， 次 時 の 課 題 解 決 に つ な げ る

よ う に し ま し ょ う 。  

 
授業を受けるに当たっ  
て守ってほしい事項  

 

・ 忘 れ 物 を し な い 。（ 授 業 を 受 け ら れ ま せ ん ）  
・ 遅 刻 を し な い 。（ チ ー ム 編 成 等 周 り に 迷 惑 が か か り ま す ）  
・ 自 分 勝 手 な 行 動 を し な い 。（ け が や 事 故 に つ な が り ま す ）  

 
 

その他  
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（ 新 課 程 用 ）  

 
保健  

 
単 位 数 

 
１ 単 位  

 
学科・学年 

 

 
農 林 技 術 科 ・ 生 活 情 報 科  第 １ 学 年  

 
 
１ 学習到達目標等  

 
 
  学習の到達目標 
 

個 人 及 び 社 会 生 活 に お け る 健 康 ・ 安 全 に つ い て 理 解 を 深 め ， 生 涯 を 通 じ て

自 ら の 健 康 を 適 切 に 管 理 し ， 改 善 し て い く た め の 資 質 や 能 力 を 育 て る 。  
 

 
使用教科書・副教材等 

 
 

現 代 保 健 体 育 （ 大 修 館  保 体  ７ ０ １ ）  
現 代 高 等 保 健 体 育 ノ ー ト （ 大 修 館  保 体  ７ ０ １ ）  

 
２ 学習計画及び評価方法等 
 （１）学習計画等  

 
学 
期 

 
単  元  名  

学  習  内  容  

 
月 

 

 
学  習  の  ね  ら  い  

評  価  規  準  

 
    備 考   
(学習活動の特記事項 他)  

 
考 
査 

 

一  
 
学 
 
期  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン  
健 康 の 考 え 方 と 成 り 立 ち  
 
 
私 た ち の 健 康 の す が た  
 
 
生 活 習 慣 病 の 予 防 と 回 復  
 
 
 
が ん の 原 因 と 予 防  
 
 
が ん の 治 療 と 回 復  
 
 
 
 
運 動 と 健 康  
 
 
食 事 と 健 康  
 
休 養 ・ 睡 眠 と 健 康  
 
 
喫 煙 と 健 康  
 
 
 

４  

 
 
 
 
５  
 
 
 
 
 
 
６  
 
 
 
 
 
 
 
 
７  
 
 
 
 
 

 
・ さ ま ざ ま な 健 康 の 考 え 方 や 健 康 を 成

り 立 た せ て い る 要 因 に つ い て 例 を 挙 げ

て 説 明 で き る 。  
・ わ が 国 の 健 康 水 準 の 変 化 と そ の 背 景

や 現 在 の 健 康 問 題 に つ い て 例 を 挙 げ て

説 明 で き る 。  
・生 活 習 慣 病 の 種 類 と 要 因 と 一 次 予 防 ，

二 次 予 防 に つ い て 例 を 挙 げ て 説 明 で き

る 。  
・ が ん の 種 類 や 原 因 ， が ん の 一 次 予 防

と 二 次 予 防 に つ い て 例 を 挙 げ て 説 明 で

き る 。  
・ が ん の お も な 治 療 法 や 緩 和 ケ ア に つ

い て 説 明 し た り ， が ん 検 診 の 普 及 や 情

報 サ ー ビ ス の 整 備 な ど の 社 会 的 な 対 策

に つ い て 説 明 し た り す る こ と が で き

る 。  
・ 健 康 と 運 動 の 関 係 や 目 的 に 応 じ た 健

康 的 な 運 動 の し か た に つ い て 例 を 挙 げ

て 説 明 で き る 。  
・ 食 事 と 健 康 の 関 係 や 健 康 的 な 食 事 の

と り 方 に つ い て 説 明 で き る 。  
・ 健 康 と 休 養 ， 睡 眠 の 関 係 及 び 適 切 な

休 養 の と り 方 ， 健 康 に よ い 睡 眠 の と り

方 に つ い て 説 明 で き る 。  
・ 喫 煙 者 や そ の 周 囲 の 人 に 起 こ る 害 に

つ い て 説 明 し た り ，喫 煙 対 策 に つ い て ，

個 人 と 社 会 に 分 け て 例 を 挙 げ て 説 明 し

た り す る こ と が で き る 。  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教 科 書  

6 頁 ～ 29 頁  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
中 
間 
考 
査 
 
 
 
 
 
 
 
 
期  
末  
考  
査  

 
【課題・提出物等】 現 代 高 等 保 健 体 育 ノ ー ト （ 大 修 館  保 体  ７ ０ １ ）  
  
 
【第１学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

 
二  
 
学  

飲 酒 と 健 康  
  
 
 

９  
 
 

 

・ 飲 酒 に よ る 健 康 へ の 短 期 的 影 響 と 長

期 的 影 響 や 飲 酒 に よ る 健 康 問 題 に 対 す

る 個 人 や 社 会 環 境 へ の 対 策 に つ い て 例

を 挙 げ て 説 明 で き る 。  
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期  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

薬 物 乱 用 と 健 康  
 
 
 
精 神 疾 患 の 特 徴  
 
 
 
精 神 疾 患 の 予 防  
 
 
精 神 疾 患 か ら の 回 復  
 
 
 
現 代 の 感 染 症  
 
 
感 染 症 の 予 防  
 
 
性 感 染 症 ・ エ イ ズ と そ の 予

防  
 
健 康 に 関 す る 意 思 決 定 ・ 行

動 選 択  
 
 
健 康 に 関 す る 環 境 づ く り  

 

 

 

 

10  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11  
 
 

 

 

 

 

 

 

12  
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 薬 物 乱 用 が 心 身 の 健 康 や 社 会 に 及 ぼ

す 影 響 に つ い て と 薬 物 乱 用 の た め の 個

人 や 社 会 環 境 へ の 対 策 例 を 挙 げ て 説 明

す る こ と が で き る 。  
・ 精 神 疾 患 の 例 を 挙 げ ， 発 病 の 要 因 と

お も な 症 状 に つ い て 説 明 し ， 現 代 社 会

に お け る 精 神 保 健 の 課 題 を 挙 げ る こ と

が で き る 。  
・ 精 神 疾 患 を 予 防 方 法 と 精 神 疾 患 の 早

期 発 見 の た め に 必 要 な こ と に つ い て 説

明 で き る 。  
・ 精 神 疾 患 の 治 療 に つ い て 例 を 挙 げ て

説 明 し た り ， 適 切 な 治 療 や 回 復 の た め

に は ， ど の よ う な 社 会 環 境 が 必 要 か 説

明 し た り す る こ と が で き る 。  
・ 感 染 症 の 潜 伏 期 間 ， 感 染 力 や 新 興 感

染 症 と 最 高 感 染 症 が 流 行 す る 要 因 を 説

明 で き る 。  
・ 感 染 症 の 予 防 対 策 三 原 則 や ， 感 染 症

へ の 個 人 と 社 会 の 対 策 に つ い て 例 を 挙

げ て 説 明 で き る 。  
・ 性 感 染 症 ・ エ イ ズ が ほ か の 感 染 症 と

異 な る 点 や そ の 対 策 に つ い て 個 人 と 社

会 に 分 け て 例 を 挙 げ る こ と が で き る 。  
・ 意 思 決 定 ， 行 動 選 択 に 影 響 を 与 え る

要 因 や 健 康 に 関 す る 適 切 な 意 思 決 定 ，

行 動 選 択 の 際 の 工 夫 に つ い て 例 を 挙 げ

て 説 明 で き る 。  
・ 社 会 環 境 の 健 康 へ の 影 響 や ， ヘ ル ス

プ ロ モ ー シ ョ ン の 考 え 方 に も と づ く 環

境 づ く り の 特 徴 に つ い て 説 明 で き る 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教 科 書  

30 頁 ～ 55 頁  

 
 
 
 
中
間
考
査  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
期
末
考
査  
 

【課題・提出物等】 現 代 高 等 保 健 体 育 ノ ー ト （ 大 修 館  保 体  ７ ０ １ ）  
【２学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

 
三 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
 
 

事 故 の 現 状 と 発 生 要 因  
 
 
 
安 全 な 社 会 の 形 成  
 
 
 
交 通 に お け る 安 全  
 
 
 
応 急 手 当 の 意 義 と そ の 基 本  
 
 
日 常 的 な 応 急 手 当  
 
 
 
心 肺 蘇 生 法  

１  
 
 
 
２  
 
 
 
 
 
 
３  

・ 事 故 の 実 態 と 被 害 の 実 態 に つ い て と

事 故 の 発 生 に は 人 的 要 因 と 環 境 要 因 が

関 連 し て い る こ と に つ い て 例 を 挙 げ て

説 明 で き る 。  
・ 安 全 の た め に 必 要 な 個 人 の 行 動 に つ

い て と す べ て の 人 た ち の 安 全 を 確 保 す

る た め に 必 要 な 環 境 整 備 に つ い て 例 を

挙 げ て 説 明 で き る 。  
・ 交 通 事 故 防 止 に お け る 個 人 の 取 り 組

み と 交 通 環 境 の 整 備 に つ い て 例 を 挙

げ ， 交 通 事 故 に お け る 責 任 を ３ つ に 分

け て 説 明 で き る 。  
・ 応 急 手 当 の 意 義 に つ い て 説 明 し ， 傷

病 者 を 発 見 し た と き に ， 確 認 ・ 観 察 す

る ポ イ ン ト を 挙 げ る こ と が で き る 。  
・ 日 常 的 な け が や 熱 中 症 の 応 急 手 当 の

手 順 や 方 法 に つ い て 説 明 し ， 実 際 に ，

日 常 的 な け が や 熱 中 症 の 応 急 手 当 が で

き る 。  
・ 心 肺 蘇 生 法 の 方 法 と 手 順 に つ い て 説

明 し ， 実 際 に ， 心 肺 蘇 生 法 を お こ な う

こ と が で き る 。  

 
 
 
 

教 科 書  

60 頁 ～ 73 頁  

 
 
 
 
学 
年 
末 
考

査 

【課題・提出物等】 現 代 高 等 保 健 体 育 ノ ー ト （ 大 修 館  保 体  ７ ０ １ ）  
【三学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

【年間の学習状況からの評価方法】 
 ※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。  
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 （２）評価の観点，内容及び評価方法 
  学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。 

 
評価の観点及び内容 

 
評価方法 

知識・技能  

・個 人 及 び 社 会 生 活 に お け る 健 康・安 全 に つ い

て 理 解 し て い る か 。  
・健 康・安 全 に つ い て の 技 能 が 身 に 付 い て い る

か 。  

・ 考 査  
・ 実 技  
 
 

思考・判断・表現  

・健 康 に つ い て の 課 題 を 発 見 し ，解 決 に 向 け て

思 考 ・ 判 断 し て い る か 。  
・ 自 己 や 仲 間 の 考 え を 他 者 に 伝 え る 力 が あ る

か 。  

・ ワ ー ク シ ー ト  
・ 話 し 合 い 活 動 等  
 
 

主体的に学習に  
取り組む態度  

・授 業 に 意 欲 的 に 取 り 組 み ，ノ ー ト を と っ て い

る か 。  
・ 期 限 内 に 提 出 物 を 出 し て い る か 。  

・ 授 業 態 度  
・ 提 出 物  
 

 
【 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 】  
 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････････Ａ  
 「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････Ｂ  
 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･･･････････Ｃ  
 

 
３ 担当者からのメッセージ  

 
             
確かな学力を身に付ける  

  ためのアドバイス  
 

・「 保 健 」の 授 業 は 週 に １ 時 間 し か あ り ま せ ん 。授 業 内 容 を 忘 れ や す い

科 目 な の で ，一 時 間 一 時 間 の 授 業 に 集 中 し て 取 り 組 み ，予 習・復 習 を し

っ か り し ま し ょ う 。  
・テ ス ト で 高 得 点 を と る た め だ け で な く ，生 き て い く 上 で 知 っ て お い た

方 が 良 い 知 識 や 技 術 を 学 び ま す 。日 常 生 活 と 関 連 づ け な が ら 学 習 し ，生

か せ る よ う に し ま し ょ う 。  

授業を受けるに当たっ  
て守ってほしい事項  

・ 忘 れ 物 を し な い 。 （ 学 習 進 度 が 遅 れ ま す ）  
・ 遅 刻 を し な い 。 （ 周 り の 集 中 力 が 切 れ ， 授 業 の リ ズ ム が 狂 い ま す ）  
・ 私 語 を し な い 。 （ 他 人 に 迷 惑 が か か り ま す ）  

 
 

その他  
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（ 新 課 程 用 ） 伊 佐 農 林 高 等 学 校  
 

※ 教 科 名  外 国 語  
 

※ 科 目 名  英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅰ  

 
単 位 数 

 
３

 
単 位  

 
学科・学年 

 

 
農 林 技 術 科 ・ 生 活 情 報 科  第 １ 学 年  

 
 
１ 学習到達目標等  

 
 
  学習の到達目標 
 

１ ． 中 学 校 の 英 語 学 習 を 踏 ま え ， 高 校 の 英 語 学 習 の 基 礎 を 培 う 。   
２ ． 言 語 活 動 に お い て ， 得 た 情 報 や 相 手 の 考 え を 的 確 に 理 解 す る 。  
３ ． 言 語 活 動 に お い て ， 伝 え た い 情 報 や 考 え を 適 切 に 相 手 に 伝 え る 。  

 
使用教科書・副教材等 

 

・ 教 科 書 ： VISTA Engl ish Communicat ion I（ 三 省 堂 ）  

・ 副 教 材 ： Prep  Engl i sh プ レ ッ プ イ ン グ リ ッ シ ュ ［ 改 訂 版 ］ （ 旺 文 社 ）  
 

 
２ 学習計画及び評価方法等 
 （１）学習計画等  
学 
期 

単  元  名  
学  習  内  容  

 
月 

 

学  習  の  ね  ら  い  
評  価  規  準  

    備 考   
(学習活動の特記事項 他)  

 
考 
査 

 

 
 
 
 
 
 
一  
 
学 
 
期  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ge t  Ready !  ①  
Ge t  Ready !  ②  
Ge t  Ready !  ③  

の ん ち ゃ ん の 英 文 法  

 
 
 
４  

 

● ア ル フ ァ ベ ッ ト を 正 確 に 読 み 書 き

で き る 。  
● 単 語 を 正 確 に 書 け る 。  
● 辞 書 の 引 き 方 を 理 解 し て い る 。  
● 基 本 的 な 教 室 内 で の 会 話 を 学 ぶ 。  
（ Lesson に 入 る 前 の ， 基 礎 の 確 認 ）  

● 文 字 ， 単 語  
● 辞 書 の 活 用  
 
 

 
 
 
 
 
中 
間 
考 
査 
 
 
 
期  
末  
考  
査  

L.1  
Co lo rs  o f  Spr ing  

 
５  
 

● 春 に つ い て ， 理 解 し て 考 え を 深 め

る こ と が で き る 。  
● 色 /春 に つ い て や り と り が で き る 。  

● be 動 詞 ，一 般 動 詞

の 現 在 形  

『 橋 渡 し 教 材 』 の 復 習 ①  
 

● 英 語 の 基 本 的 な ル ー ル と 語 順 の 定

着 。  
● 基 本 的 な 文 法 の 確

認  
 

L .2  
Di ck  Bruna  
 

６  
 
 
 
 

● デ ィ ッ ク・ブ ル ー ナ さ ん に つ い て ，

理 解 し て 考 え を 深 め る こ と が で き

る 。  
● キ ャ ラ ク タ ー ／ 本 に つ い て や り と

り が で き る 。  

● be 動 詞 ，一 般 動 詞

の 過 去 形  
 

『 橋 渡 し 教 材 』 の 復 習 ②  ● 英 語 の 基 本 的 な ル ー ル と 語 順 の 定

着 。  
● 基 本 的 な 文 法 の 確

認  

※ 『 Pre p Engl ish』  
（ 夏 休 み 課 題 ）  

７  
 
 

● 基 礎 的 な 文 法 事 項 の 演 習 。  
● 学 習 の や り 方 の 確 認 。  

● 副 教 材 プ レ ッ プ イ

ン グ リ ッ シ ュ  

【 課 題 ・ 提 出 物 等 】  
入 学 前 課 題 ， 授 業 フ ァ イ ル ， 授 業 で 使 っ た プ リ ン ト ， テ ス ト 訂 正 な ど  

【第１学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

 
 
 
二  
 
学  
 
期  
 
 
 
 
 

L3  
In te re s t ing Spo rts  
  

 
 
９  
 
10  
 
 

● お も し ろ い ス ポ ー ツ に つ い て ， 理

解 し て 考 え を 深 め る こ と が で き る 。  
● ス ポ ー ツ ／ 過 去 の 行 動 に つ い て や

り と り が で き る 。  

● 現 在 進 行 形 ， 過 去

進 行 形  
  
 

 
 
中
間
考
査  
 
 
期
末
考
査  
 

※ Loo k  and  Learn  1  
 

● 基 本 的 な 文 法 事 項 の 確 認 。  
 
 

● 代 名 詞 ，基 本 文 型 ，

肯 定 文 ， 否 定 文 ， 疑

問 文 ， 命 令 文  
L4  
Pi c to gram 
 
 
 
 

 

 

11  
 
 
12  

● ピ ク ト グ ラ ム ／ ジ ェ ス チ ャ ー の 役

割 に つ い て ，理 解 し て 考 え を 深 め る 。 
● オ リ ン ピ ッ ク ／ ピ ク ト グ ラ ム ／ 自

分 の で き る こ と に つ い て の や り と り

や 趣 味 に つ い て 発 表 で き る 。  
 

● 現 在 進 行 形 ， 過 去

進 行 形  
 
 
 
 

※ 『 Pre p Engl ish』  
 

● 基 礎 的 な 文 法 事 項 の 演 習 。  ● 副 教 材 プ レ ッ プ イ

ン グ リ ッ シ ュ  
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【課題・提出物等】夏 休 み 課 題 ， 授 業 フ ァ イ ル ， 授 業 で 使 っ た プ リ ン ト ， テ ス ト 訂 正 な ど  
【２学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

 
 
 
三 
 
学 
 
期 
 
 
 
 

L5  
We Are  Part  o f  Nature  
 
 
 
 

 
１  
 
２  
 
３  

● 岩 合 光 昭 さ ん へ の イ ン タ ビ ュ ー に

つ い て ， 理 解 し て 考 え を 深 め る こ と

が で き る 。  
● ネ コ ／ 職 業 ／ 自 然 ／ ポ ス タ ー へ の

意 見 に つ い て や り と り し た り ， ポ ス

タ ー の 提 案 理 由 に つ い て 書 い た り 発

表 す る こ と が で き る 。  

● 不 定 詞  
 
 
 
 
 

 
学 
年 
末 
考

査 

※ Loo k  and  Learn2  ● 基 本 的 な 文 法 事 項 の 確 認 。  ● 助 動 詞 ， 動 名 詞 ，

不 定 詞  
【課題・提出物等】  
冬 休 み 課 題 ， 授 業 フ ァ イ ル ， 授 業 で 使 っ た プ リ ン ト ， テ ス ト 訂 正 な ど  
【三学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

【年間の学習状況からの評価方法】 
 ※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。  
 

 ※印は進度上省く場合あり。○副教材『プ レ ッ プ イ ン グ リ ッ シ ュ 』は 定 期 考 査 や 長 期 休 み の 前 な ど に

使 用 し ま す 。  
 （２）評価の観点，内容及び評価方法 
  学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。 

 
評価の観点及び内容 

 
評価方法 

 
 

知識・技能  
 

・ 日 常 的 な 話 題 に つ い て の 英 語 の 学 習 を 通 し

て ，言 語 や そ の 運 用 に つ い て の 知 識 を 身 に 付 け

て い る か 。  

・ そ の 背 景 に あ る 文 化 な ど を 理 解 し て い る か 。 

・ 定 期 考 査  

・ ワ ー ク シ ー ト  

・ 発 表 の 内 容 や 仕 方  
 

 
 

思考・判断・表現  
 

 

・日 常 的 な 話 題 に つ い て ，英 語 を 聞 い た り ，読

ん だ り し て ，情 報 や 考 え な ど 相 手 が 伝 え よ う と

し て い る こ と を 理 解 し て い る か 。  

・日 常 的 な 話 題 に つ い て ，情 報 や 考 え な ど 自 分

の 伝 え た い こ と を 英 語 で 話 し た り ，書 い た り し

て 表 現 す る こ と が で き て い る か 。  

・ 定 期 考 査  

・ ワ ー ク シ ー ト  

・ 授 業 態 度  

・ 発 表 の 内 容 や 仕 方  

 

 
 

主体的に学習に  
取り組む態度  

 

・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関 心 を も ち ，積 極 的 に

言 語 活 動 を 行 い ，コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 ろ う

と し て い る 。  

・誤 り を 恐 れ ず に ，英 語 を 使 お う と し て い る か 。 

・ 学 習 活 動 へ の 参 加  

・ 授 業 態 度  

・ ワ ー ク シ ー ト  
 

 
【 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 】  
 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････････Ａ  
 「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････Ｂ  
 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･･･････････Ｃ  
 

３ 担当者からのメッセージ  
            
確かな学力を身に付ける  

  ためのアドバイス  
 

中 学 校 で 既 習 の 語 彙 や 文 法 の 定 着 を 図 り ，高 校 で 学 ぶ 語 彙 ，表 現 ，文

型 ，文 法 事 項 に つ い て の 基 本 的 な 事 項 を 学 ぶ 学 習 で す 。聞 く ，読 む ，話

す（ や り と り ），話 す（ 発 表 ），書 く と い っ た ５ 領 域 の 力 を バ ラ ン ス よ

く 伸 ば し ，思 考 力 を 育 む こ と を 目 標 と し て ，授 業 で 行 う 活 動 に 主 体 的 に

取 り 組 む よ う に し て く だ さ い 。  
             
授業を受けるに当たっ  
て守ってほしい事項  

 

 教 科 書 ，フ ァ イ ル ，単 語 帳 ，辞 書 等 の 教 材 の 準 備 を し っ か り し て 忘 れ

物 が な い よ う に し て ほ し い と 思 い ま す 。ま た ，長 期 休 業 中 や 連 休 ，自 宅

学 習 期 間 の 各 課 題 や 定 期 考 査 の 訂 正 を 確 実 に 提 出 す る よ う に し て く だ

さ い 。 授 業 内 容 に 興 味 ・ 関 心 を 持 ち ， 授 業 に 集 中 し て 臨 み ま し ょ う 。  
 

 
 

その他  
 
 

 教 科 書 の 内 容 に 関 連 し た 言 語 活 動 で は ，基 本 的 な 語 句 や 文 を 用 い て 自

分 の 考 え を 話 し て 伝 え た り ，相 手 か ら の 質 問 に 答 え た り と い っ た 活 動 を

行 い ま す の で ，繰 り 返 し 練 習 し て 自 然 と 発 話 で き る よ う に 身 に つ け ま し

ょ う 。  
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（ 新 課 程 用 ）  

 
家庭基礎  

 

 
単 位 数 

 
２ 単 位  

 
学科・学年 

 

 
農 林 技 術 科 ・ 第 １ 学 年  

 
 
１ 学習到達目標等  

学習の到達目標 
 生 活 を 主 体 的 に 営 む た め に 必 要 な 基 礎 的 な 理 解 と 技 能 を 身 に 付 け ， 課 題

を 解 決 す る 力 や ， 生 活 の 充 実 向 上 を 図 ろ う と す る 実 践 的 な 態 度 を 養 う こ と

に よ り ， 家 族 や 地 域 の 生 活 を 創 造 す る 資 質 ・ 能 力 を 育 て る 。  

使用教科書・副教材等 使 用 教 科 書 ： 家 庭 基 礎 (実 教 出 版 )  
家 庭 基 礎 学 習 ノ ー ト (実 教 出 版 )  

 
２ 学習計画及び評価方法等 
 （１）学習計画等  

学 
期 

単  元  名  
学  習  内  容  月 学  習  の  ね  ら  い  

評  価  規  準  
備 考 

(学習活動の特記事項 他)  
考 
査 

 

一  
 
学 
 
期  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン  
 

ホ ー ム プ ロ ジ ェ ク ト (HP )， 学 校 家

庭 ク ラ ブ に つ い て  
 
第 1 章  こ れ か ら の 人 生 に つ い て

考 え て み よ う  
 １  自 分 の 未 来 予 想 図 を 描 こ

う ～ 生 涯 発 達 と 発 達 課 題 ～  
 ２  こ れ か ら の 人 生 を デ ザ イ

ン す る   
第 ２ 章  自 分 ら し い 生 き 方 と 家  

   族  
 １  自 立 と 共 生  
 ２  ラ イ フ キ ャ リ ア  
 ３  共 に 生 き る 家 族  
 ４  家 族 に 関 す る 法 律  
第 ７ 章  衣 生 活 を つ く る  
 １  人 と 衣 服 の か か わ り  
 ２  衣 服 の 素 材 の 種 類 と 特 徴  
 ３  衣 服 の 選 択 か ら 管 理 ま で  
 ４  持 続 可 能 な 衣 生 活 を つ く  

  る  
 ５  衣 服 の 構 造 ・ デ ザ イ ン  
 
※ ホ ー ム プ ロ ジ ェ ク ト・家 庭 ク ラ

ブ 活 動  
 

４  

 
５  
 
 
 
 
 
６  
 
 
 
 
 
 
 
７  
 
 
 
 
 

・ 1 年 間 の 学 習 内 容 に つ い て 確

認 す る 。  
・  家 庭 科 の 学 習 を 通 し て ， 身

の 回 り の 課 題 を 発 見 し ， そ の

課 題 を 解 決 ・ 改 善 す る こ と が

で き る よ う に な る 。  
・  生 涯 を 見 通 し た 自 己 の 生 活

に つ い て 主 体 的 に 考 え ， 自 立

に 向 け て 生 活 設 計 を 工 夫 す る

こ と が で き る 。  
・  自 己 と 他 者 の ラ イ フ ス タ イ

ル や 職 業 生 活 の あ り 方 に つ い

て 考 え る 。  
・  婚 姻 ， 夫 婦 ， 親 子 な ど の 家

族 に 関 す る 法 律 に つ い て 理 解

で き る 。  
・  被 服 の 様 々 な 役 割 を 整 理 で

き る 。  
・  被 服 材 料 ， 被 服 構 成 を 理 解

し ，組 成 表 示・取 り 扱 い 表 示 ・

サ イ ズ 表 示 な ど の 意 味 を 理 解

す る 。  
・ 汚 れ 落 ち の 仕 組 み を 理 解 し ，

被 服 に 適 し た 洗 濯 や 保 管 方 法

を 実 践 で き る 。  
・  生 涯 を 通 じ て 安 全 で 健 康 や

環 境 に 配 慮 し た 衣 生 活 を 営 め

る よ う に な る 。  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中 
間 
考 
査 
 
 
 
 
 
 
 
 
期  
末  
考  
査  

 
【課題・提出物等】 被服作品，課題プリント，学習ノート，学習プリントの提出 
 
【第１学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

 
二  
 
学  
 
期  
 

第 ５ 章  食 生 活 を つ く る  
 １  日 本 の 食 文 化 の 形 成  
 ２  私 た ち の 食 生 活  
 ３  栄 養 と 食 品 の か か わ り  
 ４  食 品 の 選 び 方 と 安 全  
 ５  食 事 の 計 画 と 調 理  
 ６  こ れ か ら の 食 生 活 を 考 え

  
９  
 
 
 
 
10  

・  各 自 の 食 生 活 を 振 り 返 り ，

食 事 の 果 た す 役 割 や 食 生 活 の

問 題 点 に つ い て 考 え ら れ る 。  
・  栄 養 素 の 種 類 と 機 能 を 理 解

す る 。  
・  正 し く か つ 安 全 な 食 品 の 選

び 方 が 分 か り ， 食 生 活 を 安 全

 
  
 
 
 
 
 

 
 
中
間
考
査  
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る  
 
 
 
 
 
 
第 ４ 章  高 齢 者 と か か わ る  
 １  高 齢 社 会 に 生 き る  
 ２  高 齢 者 を 知 る  
 ３  高 齢 者 の 自 立 を 支 え る  
 ４  高 齢 社 会 を 支 え る し く み  
第 ５ 章  社 会 と か か わ る  
 １  支 え あ っ て 生 き る  
 ２  共 生 社 会 を 生 き る  
第 ３ 章  子 ど も と か か わ る  
 １  子 ど も と は  
 ２  子 ど も の 発 達  
 ３  子 ど も の 生 活  
 ４  子 ど も を は ぐ く む  
 ５  子 ど も の た め の 社 会 福 祉  
 

 
 
11  
 
 
 
 
 
 
12  
 
 
 
 
 
 

で 衛 生 的 に 営 め る よ う に な

る 。  
・  栄 養 的 に バ ラ ン ス の と れ た

食 事 を 具 体 的 に 考 え る こ と が

で き る よ う に な り ， 安 全 と 衛

生 に 配 慮 し た 調 理 実 習 が で き

る 。  
・  日 本 の 高 齢 化 の 特 徴 と 課 題

を 知 り ，高 齢 期 の 心 身 の 特 徴 ，

個 人 差 に つ い て 理 解 で き る 。  
・ 高 齢 者 を 支 え る 家 族 の 役 割 ，

介 護 の 必 要 な 高 齢 者 を 支 え る

地 域 及 び 社 会 の 福 祉 サ ー ビ

ス ， 高 齢 者 福 祉 施 設 な ど が 分

か る 。  
・  子 ど も の 育 つ 力 と 発 達 段 階

を 知 り ， 生 理 的 特 徴 に つ い て

理 解 で き る 。  
・  人 生 の 初 期 に お け る 親 ・ 家

族 や 周 囲 の 人 々 の 関 わ り の 大

切 さ が 分 か る 。  
・  遊 び ， 基 本 的 生 活 習 慣 の 形

成 ， 食 事 ， 健 康 管 理 に つ い て

理 解 す る 。  
・  子 ど も を 生 み 育 て る こ と の

意 義 に つ い て 学 ぶ と と も に 愛

着 の 形 成 と 親 と し て の 成 長 に

つ い て も 考 え る 。  
・  児 童 福 祉 の 理 念 を 理 解 し ，

子 育 て 支 援 の 現 状 が 分 か っ た

上 で ， 今 後 の 子 育 て に つ い て

考 え る 事 が で き る 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
期
末
考
査  
 

 
【課題・提出物等】 保育作品，課題プリント，学習ノート，学習プリントの提出 
 
【２学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 
  

 
三 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
 
 

第 ８ 章  住 生 活 を つ く る  
 １  人 間 と 住 ま い  
 ２  住 ま い の 文 化  
 ３  住 ま い を 計 画 す る  
 ４  健 康 に 配 慮 し た 快 適 な 室

内 環 境  
 ５  安 全 な 住 ま い  
 ６  持 続 可 能 な 住 ま い づ く り  
 
 
 
 
第 ９ 章  消 費 行 動 を 考 え る  
 １  消 費 行 動 と 意 思 決 定  
 ２  消 費 生 活 の 現 状 と 課 題  
 ３  消 費 者 の 権 利 と 責 任  
 ４  ラ イ フ ス タ イ ル と 環 境  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１  
 
 
 
 
 
 
２  
 
 
 
３  

・  住 ま い の 機 能 を 理 解 し ， 家

族 の 生 活 に 応 じ た 適 切 な 住 居

に つ い て 考 え ら れ る 。  
・  日 照 ， 採 光 ， 換 気 ， 遮 音 ，

冷 暖 房 な ど ， 健 康 や 環 境 に 配

慮 し た 生 活 を 工 夫 で き る 。  
・  防 火 ， 防 犯 ， 耐 震 な ど の 安

全 性 に つ い て 自 身 の こ と と 捉

え 対 策 を 考 え ら れ る 。  
・  誰 も が 住 み や す い 住 環 境 に

つ い て 考 え な が ら ， よ り よ い

住 生 活 を 創 造 で き る 。  
・  契 約 ， 消 費 者 信 用 ， 悪 徳 商

法 な ど に つ い て 正 し く 理 解

し ， 消 費 者 と し て 適 切 な 意 思

決 定 が で き る 。  
・  ク レ ジ ッ ト カ ー ド の メ リ ッ

ト と デ メ リ ッ ト に つ い て 理 解

し た 上 で 正 し く 使 え る よ う に

な る 。  
・  消 費 者 保 護 基 本 法 な ど の 法

律 や 制 度 に つ い て 学 び ， 消 費

者 の 権 利 と 責 任 に つ い て 考 え

ら れ る 。  
・  環 境 負 荷 の 少 な い 生 活 の 工

夫 に つ い て 考 え ら れ る 。  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
学 
年 
末 
考

査 
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第 10 章  経 済 的 に 自 立 す る  
 １  暮 ら し と 経 済  
 ２  将 来 の ラ イ フ プ ラ ン ニ ン  

  グ  
 
 
 
 

・  生 活 に お け る 経 済 と 社 会 の

か か わ り に つ い て 学 び ， 適 切

な 家 計 管 理 に つ い て 理 解 で き

る 。  
・  今 後 起 こ り う る リ ス ク に つ

い て 考 え な が ら ， 将 来 に 備 え

た 長 期 的 な 経 済 計 画 に つ い て

考 え ら れ る 。  
 
【課題・提出物等】 課題プリント，学習ノート，学習プリントの提出 
 
【三学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 
  

【年間の学習状況からの評価方法】 
 ※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。  
 

  
 （２）評価の観点，内容及び評価方法 
  学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。 

 
評価の観点及び内容 

 
評価方法 

 
 

知識・技能  
 

 家 庭 生 活 を 主 体 的 に 営 む た め に 必 要 な ，家 庭

科 の 各 分 野 に 関 す る 基 礎 的 な 知 識 を 身 に つ け

理 解 す る と と も に ，そ れ ら に 係 る 技 能 を 身 に つ

け て い る 。  

・ 学 習 プ リ ン ト な ど の

提 出 物  
・  定 期 考 査  
・  課 題 や 作 品  

 
 

思考・判断・表現  
 

 家 庭 生 活 に 関 す る 各 分 野 に つ い て ，生 活 の 中

か ら 課 題 を 見 つ け ，生 涯 を 通 し て よ り 向 上 す る

た め に 工 夫 し 自 ら 考 え 選 択 す る こ と が で き る 。 

・ 学 習 プ リ ン ト な ど の

提 出 物  
・  課 題 や 作 品  
・  発 表 の 内 容  

 
主体的に学習に  
取り組む態度  

 家 庭 生 活 に 関 す る 各 分 野 に お い て ，興 味・関

心 を 持 ち ，自 分 や 家 庭 ，地 域 と 関 連 さ せ な が ら

授 業 に 積 極 的 に 参 加 し て い る 。  
 

・ 学 習 活 動 へ の 取 組 や

態 度  
・ 学 習 プ リ ン ト な ど の

提 出 物  
 
【 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 】  
 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････････Ａ  
 「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････Ｂ  
 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･･･････････Ｃ  
 

 
３ 担当者からのメッセージ  
             
確かな学力を身に付ける  

  ためのアドバイス  
 

・  毎 時 間 の 授 業 を 真 剣 な 態 度 で 受 け る 。  
・  学 習 し た 内 容 を 実 生 活 の 中 で 活 用 ， 実 践 す る 。  
 
 
 

             
授業を受けるに当たっ  
て守ってほしい事項  
 

・  実 習 中 は ， 安 全 に 留 意 し て 落 ち 着 い て 行 動 す る 。  
・  調 理 実 習 室 ， 被 服 実 習 室 で の マ ナ ー を 守 り ， 道 具 は 丁 寧 に 扱 う 。  
・  授 業 に 遅 れ な い こ と  
 
 

 
 

その他  
 
 

家 庭 科 は ，生 活 の 中 で 役 立 つ 知 識 や 技 術 を 学 ぶ こ と が で き る 教 科 で す 。

授 業 で 分 か ら な い こ と は ，質 問 し て 理 解 す る よ う 努 力 し ま し ょ う 。実 習

は ，安 全 を 第 一 に 生 活 に 役 立 つ 技 術 や 知 識 が 身 に つ く よ う 心 が け ，楽 し

ん で 取 り 組 み ま し ょ う 。  
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（ 新 課 程 用 ）  
 

 
家庭基礎  

単 位 数 ３ 単 位  

 
学科・学年 

 

 
生 活 情 報 科 ・ 第 １ 学 年  

 
 
１ 学習到達目標等  

 
 
  学習の到達目標 
 

１ 人 の 一 生 と 家 族 ・ 福 祉 ， 衣 食 住 ， 消 費 生 活 な ど に 関 す る 基 礎 的 ・ 基 本 的

な 知 識 と 技 術 を 習 得 す る 。  
２ 家 庭 や 地 域 の 生 活 課 題 を 主 体 的 に 解 決 す る と と も に ， 家 庭 生 活 の 充 実 向

上 を 図 る 能 力 と 実 践 的 な 態 度 を 身 に つ け る 。  
３ 家 庭 科 技 術 検 定 食 物 調 理 ４ 級 お よ び ３ 級 の 取 得 。  

 
 

使用教科書・副教材等 
 
 

 
家 庭 基 礎 （ 実 教 ）  
家 庭 基 礎 学 習 ノ ー ト （ 実 教 ）  
家 庭 科 問 題 集  基 礎 編 （ 全 国 高 等 学 校 家 庭 科 教 育 振 興 会 ）  
 

 
２ 学習計画及び評価方法等 
 （１）学習計画等  

 
学 
期 

 
単  元  名  

学  習  内  容  

 
月 

 

 
学  習  の  ね  ら  い  

評  価  規  準  

 
    備 考   
(学習活動の特記事項 他)  

 
考 
査 

 
一  
 
学 
 
期  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン  
  ホ ー ム プ ロ ジ ェ ク ト ，家 庭 ク

ラ ブ に つ い て  
 
第 １ 章  人 生 に つ い て 考 え る  

１  自 分 の 未 来 予 想 図 を 描 こ

う  
２  こ れ か ら の 人 生 を デ ザ イ

ン す る  
 
第 ２ 章  自 分 ら し い 生 き 方 と 家

族  
１  自 立 と 共 生  
２  ラ イ フ キ ャ リ ア  
３  共 に 生 き る 家 族  
４  家 族 に 関 す る 法 律  

 
 
 
 
 
 
第 ７  章 衣 生 活 を つ く る  

２  衣 服 の 素 材 の 種 類 と 特 徴  
３  衣 服 の 選 択 か ら 管 理 ま で  
４  持 続 可 能 な 衣 生 活  
  

 

 

 
５  
 
６  
 
７  
 
 
 
 
 

・  一 年 間 の 学 習 内 容 を 確 認 す  
る 。  

・  ホ ー ム プ ロ ジ ェ ク ト ，家 庭 ク  
ラ ブ に つ い て 理 解 す る 。  

 
・  各 ラ イ フ ス テ ー ジ に お け る  

発 達 課 題 に つ い て 知 る 。  
 
 
 
・  自 立 し た 生 活 を す る た め に  

何 が で き る か を 考 え ， 理 解 す

る 。  
・  将 来 へ の 目 標 を 立 て ，意 思 決  

定 の 力 を 高 め る 。  
・  家 庭 の 機 能 と 現 代 の 家 族 の  

特 徴 を 理 解 す る 。  
・  婚 姻 ，夫 婦 ，親 子 な ど の 家 族  

に 関 す る 法 律 に つ い て 理 解 す

る 。  
 
 
・  被 服 材 料 の 特 徴 を 理 解 し ，組  

成 表 示 ・ 取 扱 い 絵 表 示 ・ サ イ

ズ 表 示 な ど の 意 味 が 分 か る 。  
・  汚 れ 落 ち の 仕 組 み を 理 解 し ， 

被 服 に 適 し た 洗 濯 や 保 管 方 法

を 知 る 。  
・  生 涯 を 通 じ て 健 康 で 安 全 な  

衣 生 活 が 営 め る よ う に な る 。  
・  環 境 に 配 慮 し た 衣 生 活 に つ  

い て 理 解 す る 。  

 
 
 
 
○ 食 物 ４ 級 検 定 練

習  
 
 
 
 
 
 
 
○ 調 理 実 習  
・ 日 本 料 理  
・ 中 国 料 理  
 
○ 食 物 ４ 級 検 定 実

施（ 実 技 ，筆 記 ） 
  
 
 
 
 
 
 

中 
間 
考 
査 
 
 
 
期  
末  
考  
査  

 
【課題・提出物等】 被服作品，課題プリント，学習ノート，学習プリントの提出 
 
【第１学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

 
二  
 

第 ６ 章  食 生 活 を つ く る  
 

１  日 本 の 食 文 化  

 
７  

９  

 
・  日 本 の 食 文 化 の 成 り 立 ち や  
・  和 食 の 特 徴 を 理 解 す る 。  

 
○ 食 物 3 級 検 定 練

習  
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学  
 
期  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２  私 た ち の 食 生 活  
 
 
３  栄 養 と 食 品 の か か わ り  
 
 
 
 
 
 
 
４  食 品 の 選 び 方 と 安 全  
５  食 事 の 計 画 と 調 理  
５  調 理 の 基 礎  
６  こ れ か ら の 食 生 活 を 考 え

る  
 

 
第 ８ 章  経 済 生 活 を 営 む  

１  職 業 生 活 を 設 計 す る  
２  計 画 的 に 使 う  
３  国 民 経 済・国 際 経 済 と 家 庭

の 経 済 生 活  
４  現 代 の 消 費 社 会  
５  消 費 者 の 権 利 と 責 任  
６  こ れ か ら の 消 費 生 活 と 環

境  
 
 
 
 
第 ８ 章  住 生 活 を つ く る  

１  人 間 と す ま い  
３  住 生 活 の 計 画 と 選 択  
６  持 続 可 能 な 住 生 活  

 
 
  
 
 
 
 

 
10  
 
11  
 
12  
 
 
 
 
 
 
 
 

・  食 生 活 を 振 り 返 り ，食 事 の 果  
た す 役 割 や 食 生 活 の 問 題 点 に

つ い て 考 え る 。  
・  栄 養 素 の 種 類 と 機 能 を 理 解  

す る 。  
･   食 品 の 栄 養 的 特 質 と 調 理 上

の 性 質 に つ い て 理 解 す る 。  
･  栄 養 の バ ラ ン ス の と れ た 食

事 を 考 え る こ と が 出 来 る 。  
・  食 中 毒 の 予 防 法 を 理 解 す る 。 
・  調 理 の 基 礎 的 な 知 識 を 身 に  

つ け ， 安 全 と 衛 生 に 配 慮 し た

調 理 実 習 が 出 来 る よ う に な

る 。  
・  持 続 可 能 な 食 生 活 を 営 む 力  

を 身 に つ け る 。  
 
 
・  家 計 の 管 理 の 方 法 や 家 計 と  

国 民 経 済 の 関 わ り に つ い て 理

解 す る 。  
・  ク レ ジ ッ ト カ ー ド の 使 い 方  

を 理 解 す る 。  
・  契 約 ，消 費 者 信 用 ，悪 徳 商 法  

に つ い て 理 解 す る 。  
・  消 費 者 の 権 利 と 責 任 に つ い  

て 理 解 す る 。  
・  持 続 可 能 な 社 会 を め ざ し て  

消 費 者 と し て ど の よ う に 行 動

す れ ば よ い か 考 え る 。  
・  家 族 の 生 活 に 応 じ た 適 切 な  

住 居 に つ い て 考 え る 。  
・  防 火 ，防 犯 ，耐 震 な ど の 住 ま  

い の 安 全 に つ い て 考 え る 。  
・  日 照 ，採 光 ，換 気 ，遮 音 ，冷  

暖 房 な ど に 配 慮 し た 生 活 に つ

い て 理 解 す る 。  
・  高 齢 者 の 生 活 と 福 祉 の 分 野  

と 関 連 さ せ な が ら ， バ リ ア フ

リ ー の 住 宅 や 地 域 の 住 環 境 な

ど に つ い て 理 解 す る 。  

 
 
 
 
○ 食 物 3 級 検 定 実

施 （ 実 技 ， 筆 記 ）  
 
 
 
 
 
 

中
間
考
査  
 
 
 
 
期
末
考
査  
 

 
【課題・提出物等】 課題プリント，学習ノート，学習プリントの提出 
 
 
【２学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

 
三 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
 
 

第 ４ 章  高 齢 者 と か か わ る  
１  高 齢 社 会 に 生 き る  
２  高 齢 者 を 知 る  
３  高 齢 者 の 自 立 を 支 え る  

 
第 ５ 章  社 会 と か か わ る  

１  支 え あ っ て 生 き る  
２  共 生 社 会 を 生 き る  

 
第 ３ 章  子 ど も と か か わ る  

１  子 ど も と は  
２  子 ど も の 発 達  
３  子 ど も の 生 活  
４  子 ど も を 育 む  

 
 

 
１  
 
２  
 
３  

・  日 本 の 高 齢 化 の 特 徴 と 課 題  
に つ い て 考 え る 。  

・  高 齢 者 を 支 え る 家 族 の 役 割  
や 介 護 の 必 要 な 高 齢 者 を 支 え

る 地 域 及 び 社 会 の 福 祉 サ ー ビ

ス ， 高 齢 者 福 祉 施 設 な ど に つ

い て 考 え る 。  
 
 
・  子 ど も の 育 つ 力 と 発 達 段 階  

を 知 る 。  
・  人 生 の 初 期 に お け る 親・家 族  

や 周 囲 の 人 々 の 関 わ り の 大 切

さ を 理 解 す る 。  
・  遊 び ， 基 本 的 生 活 習 慣 の 形  

成 ， 食 事 ， 健 康 管 理 に つ い て

 
 
 
 
 
 

 
学 
年 
末 
考

査 



- 25 - 
 

 
 
 

学 ぶ 。  
・  子 ど も と の 触 れ 合 い を 通 し  

て ， 愛 着 の 形 成 と 親 と し て の

成 長 を 理 解 す る 。  
・  子 ど も を 取 り ま く 社 会 変 化  

の 状 に つ い て 理 解 し ，考 え る 。 
 

 
【課題・提出物等】 保育作品，課題プリント，学習ノート，学習プリントの提出 
 
【三学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

【年間の学習状況からの評価方法】 
 ※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。  
 

  
 （２）評価の観点，内容及び評価方法 
  学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。 

評価の観点及び内容 評価方法 

知識・技能  

 家 庭 生 活 を 主 体 的 に 営 む た め に 必 要 な ，家 庭

科 の 各 分 野 に 関 す る 基 礎 的 な 知 識 を 身 に つ け

理 解 す る と と も に ，そ れ ら に 係 る 技 能 を 身 に つ

け て い る 。  

・  定 期 考 査  
・  技 術 検 定  
・  授 業 で 使 用 す る プ リ

ン ト  
・  実 習 に お け る 作 業 の  

状 況  

思考・判断・表現  
 

家 庭 生 活 に 関 す る 各 分 野 に つ い て ，生 活 の 中

か ら 課 題 を 見 つ け ，生 涯 を 通 し て よ り 向 上 す る

た め に 工 夫 し 自 ら 考 え 選 択 す る こ と が で き る 。 

・  定 期 考 査  
・  授 業 で 使 用 す る プ リ

ン ト  
・  発 言 や 発 表 の 仕 方 ，  

内 容  

主体的に学習に  
取り組む態度  

家 庭 生 活 に 関 す る 各 分 野 に お い て ，興 味・関

心 を 持 ち ，自 分 や 家 庭 ，地 域 と 関 連 さ せ な が ら

授 業 に 積 極 的 に 参 加 し て い る 。  

・  学 習 活 動 へ の 参 加 の

仕 方 や 態 度  
・  実 習 へ の 参 加 状 況  
・  課 題 に 対 す る 取 り 組  
 み  
・  授 業 で 使 用 す る プ リ  

ン ト  
 
【 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 】  
 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････････Ａ  
 「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････Ｂ  
 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･･･････････Ｃ  
 

 
３ 担当者からのメッセージ  
             
確かな学力を身に付ける  

 ためのアドバイス  
 

・  授 業 の 内 容 を し っ か り と 聞 き ， 不 明 な 点 は そ の ま ま に せ ず 質 問 を し  
ま し ょ う 。  

・  検 定 筆 記 試 験 を 合 格 す る た め に は 問 題 集 を 繰 り 返 し 解 く こ と が 必 要  
で す 。 あ き ら め ず に 頑 張 り ま し ょ う 。  

             
授業を受けるに当たっ  
て守ってほし  
い事項  
 

・  授 業 に 遅 れ な い こ と 。  
・  エ プ ロ ン ， 三 角 巾 ， マ ス ク 等 の 忘 れ 物 を し な い こ と 。  
・  検 定 合 格 に 向 け て ， 主 体 的 に 行 動 し ， 勉 強 に 励 む こ と 。  

 
 

その他  
 
 

家 庭 基 礎 の 授 業 で は ，食 物 技 術 検 定 の ４ 級 ，３ 級 の 全 員 合 格 を 目 標 に

授 業 を 行 い ま す 。分 か ら な い こ と は ，質 問 し て 理 解 す る よ う 努 力 し ま し

ょ う 。実 習 は ，安 全 を 第 一 に 生 活 に 役 立 つ 技 術 や 知 識 が 身 に つ く よ う 心

が け ， 楽 し ん で 取 り 組 み ま し ょ う 。  

 


